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和木町の財政事情

平成15年度決算　～一般会計～

町税収の推移

義務的経費�

自主財源 72.9％�

依存財源 27.1％�

その他�
730,807�
20.2％�

投資的経費�
321,239�
8.9％�

繰出金�
290,025�
8.0％�

補助費等�
367,260�
10.1％�

物件費�
593,055�
16.4％�

扶助費�
162,627�
4.5％�

公債費�
434,599�
12.0％�

人件費�
718,840�
19.9％�

地方交付税�
96,584�
2.6％�

地方譲渡税等�
193,248�
5.3％�

国・県支出金�
275,503�
7.5％�

地方債�
426,200�
11.7％�

繰越金�
61.423�
1.7％�

繰入金�
82,736�
2.3％�

使用料及び手数料�
109,621�
3.0％�

諸収入等�
773,961�
21.2％�

町税�
1,635,767�
44.8％�
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町の財政状況を皆さんに理解していただくために、毎年2回その内容を公表しています。
今回は、平成16年9月定例議会において認定された平成15年度の決算状況等についてお知らせ
します。

●上図（収入）からわかるように、和木町では収入の多くを町税が占めています。これは、他の
多くの市町村が交付税等の依存財源に頼っていることに比べ、大きな特徴といえます。しかし、
その町税も下図のように年々減少してきている状況です。今後、単独町制を維持していくために
も事業の見直しや経費の節減、行財政改革に積極的に取り組んでいかなければなりません。

●上図（支出）は、町の支出を「性質別」に表したものです。公債費（借金返済額）が大きな比
率を占めていることがうかがえます。

収　　入 総額　3,655,043千円 支　　出

（単位：千円）（単位：千円）

総額　3,618,452千円
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町の貯金の推移

町の借金の推移

●貯金（財政調整基金）は平成元年度には約１３億２千万円あったものが、年々取崩しを余儀な
くされ、平成１５年度末現在では、約５億円となっています。１６年度においても、多額の取り
崩しが見込まれており、残りあとわずかとなっています。

※町の借金借入額は地方債とよばれており、借金の返済額を公債費とよんでいます。

※町の貯金は基金とよばれており、基金の取崩し額は収入のうち、繰入金に計上されています。

※財政調整基金とは
町税の減収や予期しな
い災害の発生等による
支出の増加に対応する
ための貯金

●平成１０年度にピークを向かえた借金残高（５４億８千万円）を減らすため、５ヵ年の公債費
負担適正化計画を作成し、平成１５年度末現在の借金残高は４６億５千万円となっています。毎
年約６億円程度の返済をおこなっていますが、借金残高を減らすには、当該年度の借入額が返済
額（元金）を下回らなければなりません。
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平成15年度に実施した事業

特別会計決算の状況

（美術館建設事業）

（単位：千円）

（町制施行30周年記念事業）

＜主な事業＞

会計別前年度対比（支出額）

美術館建設事業

砂田高砂線道路改良工事

耐震性貯水槽設置工事

蜂ヶ峯線詳細設計委託料

町制施行30周年記念事業

老 人 保 健

国 民 健 康 保 険

公 共 下 水 道 事 業

介 護 保 険

簡 易 水 道 事 業

交 通 災 害 共 済

特 別 会 計 合 計

14年度支出額

611,896 

515,456

347,070 

294,093

82,971 

3,874

1,855,360

15年度支出額

612,589

532,884

309,752 

316,531

95,249

2,490 

1,869,495

対前年比％

0.1

3.4

▲ 10.8

7.6

14.8

▲ 35.7

0.8

88,992 

57,024 

18,942

17,325

12,026 

（単位：千円）

（単位：千円）

福祉バス購入事業

単独港湾改良事業

町営住宅改修工事

ＬＧＷＡＮ接続事業

瀬田浄水場整備工事

8,768

7,693 

5,408

4,828

19,950 



10
月
17
日
、
午
前
8
時
か
ら
町
内
各
地
で

「
秋
の
町
内
一
斉
清
掃
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

清
掃
に
は
多
く
の
町
民
の
方
々
が
参
加
し
、

地
域
の
環
境
美
化
に
汗
を
流
さ
れ
ま
し
た
。

町
内
の
公
園
、
広
場
、
集
会
所
、
水
路

や
斜
面
の
雑
草
や
落
葉
、
ご
み
、
泥
な
ど

ト
ラ
ッ
ク
47
台
分
が
集
め
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
犬
の
ふ
ん
や
タ
バ
コ
の
吸
殻
な

ど
も
、
町
内
各
所
で
見
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

犬
の
ふ
ん
は
持
ち
帰
り
、
喫
煙
は
灰
皿
の

設
置
し
て
あ
る
場
所
で
行
う
な
ど
、
マ
ナ

ー
ア
ッ
プ
に
も
努
め
ま
し
ょ
う
。

町
民
の
皆
さ
ま
朝
早
く
か
ら
大
変
お
疲

れ
さ
ま
で
し
た
。

の
お
祝
い
と
し
て
表
彰
状
と
記
念
品
が
贈

呈
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
健
康
に
気
を
つ
け
ら
れ
、

い
つ
ま
で
も
長
生
き
し
て
く
だ
さ
い
。

10
月
11
日
に
藤
川
一
雄
さ
ん
（
瀬
田
2

丁
目
）、
10
月
23
日
に
村
川
ツ
タ
コ
さ
ん

（
関
ヶ
浜
1
丁
目
）
が
そ
れ
ぞ
れ
満
90
歳

の
誕
生
日
を
迎
え
ら
れ
、
町
長
か
ら
長
寿
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9
月
27
日
、
文
化
会
館
で
「
行
政
懇

話
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
懇

話
会
は
、
年
3
回
行
わ
れ
て
お
り
、
町

か
ら
は
、
古
木
町
長
を
は
じ
め
、
中
村

議
長
、
河
村
教
育
長
、
各
課
（
局
）
長

が
出
席
し
、
町
内
全
23
地
区
の
自
治
会

長
の
意
見
を
聞
く
場
と
し
て
開
催
さ
れ

て
い
る
も
の
で
す
。

初
め
に
町
長
よ
り
、
参
議
院
議
員
通
常

選
挙
結
果
、
山
口
県
知
事
選
挙
結
果
、
構

造
改
革
特
別
区
域
計
画
の
認
定
、
恵
庭
市

教
育
親
善
使
節
団
来
訪
、
中
学
生
の
海
外

派
遣
事
業
、
J
R
新
駅
に
関
す
る
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
・
中
間
報
告
、
第
34
回
玖
珂

郡
消
防
操
法
大
会
、
国
及
び
県
施
工
の
公

共
事
業
の
進
捗
状
況
、
ご
み
の
有
料
化
に

つ
い
て
報
告
を
行
い
ま
し
た
。
次
に
自
治

会
長
か
ら
「
町
内
に
登
録
さ
れ
て
い
な
い

犬
が
か
な
り
多
く
い
る
よ
う
で
あ
る
の
で

厳
重
に
対
応
し
て
欲
し
い
。」、「
台
風
で

自
主
避
難
し
た
場
合
に
、
町
は
ど
う
い
っ

た
対
応
を
取
っ
て
く
れ
る
の
か
。」
な
ど

の
質
問
の
ほ
か
「
関
々
バ
イ
パ
ス
完
成
後

に
は
、
交
通
量
が
増
え
る
の
で
、
関
ヶ
浜

地
区
に
信
号
を
設
置
し
て
欲
し
い
。」
や

文
書
配
布
の
改
善
に
つ
い
て
の
要
望
が
出

さ
れ
ま
し
た
。

ま
ち
の
話
題

町
行
政
に
つ
い
て

自
治
会
長
と
意
見
交
換

ま
ち
の
話
題

町
内
一
斉
清
掃
お
疲
れ
さ
ま
で
し
た

ま
ち
の
話
題

厚
生
功
労
者
表
彰

藤川　一雄さん

村川ツタコさん



10
月
9
日
「
未
来
に
残
そ
う
青
い
海
・

絵
画
コ
ン
ク
ー
ル
」
の
入
選
者
の
表
彰
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
生
活
排
水
に

よ
る
海
洋
汚
染
が
問
題
に
な
っ
て
い
る
中

で
、
海
洋
環
境
の
改
善
を
テ
ー
マ
に
毎
年

行
わ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。
町
か
ら
は
、

宮
本
将
彰
君
（
小
学
2
年
）
が
岩
国
海
上

保
安
署
長
賞
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。
宮
本

君
の
絵
は
ウ
ミ
ガ
メ
を
描
い
た
も
の
で

す
。
受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

ま
た
、
佳
作
に
次
の
方
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

道
篤
　
有
希
（
中
学
1
年
）

（
敬
称
略
）

藤
巻
　
ゆ
み
（
中
学
2
年
）

越
水
　
一
貴
（
小
学
2
年
）
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藤
岡
　
芽
衣
（
小
学
5
年
）

和
田
　
静
佳
（
小
学
5
年
）

藤
田
真
悠
子
（
小
学
5
年
）

嘉
屋
　
竜
二
（
小
学
6
年
）

三
谷
　
和
也
（
小
学
6
年
）

永
井
　
洋
輔
（
小
学
6
年
）

久
保
田
大
岳
（
小
学
6
年
）

松
井
　
洋
人
（
小
学
6
年
）

森
本
　
洋
史
（
小
学
6
年
）

坂
本
　
祐
三
（
小
学
6
年
）

廣
山
未
来
里
（
小
学
6
年
）

筒
井
　
亜
弥
（
小
学
6
年
）

村
田
　
友
昭
（
小
学
6
年
）

中
本
　
泰
司
（
小
学
6
年
）

岩
崎

美
咲
（
小
学
6
年
）

中
島
　
光
理
（
小
学
6
年
）

平
岡
　
美
沙
（
小
学
6
年
）

玉
木
　
秀
磨
（
小
学
6
年
）

松
並
　
政
登
（
中
学
1
年
）

廣
兼
　
聖
也
（
中
学
1
年
）

瀧
川
　
千
紘
（
中
学
1
年
）

末
岡
　
由
妃
（
中
学
1
年
）

福
嶋
　
美
浪
（
中
学
1
年
）

山
本
　
美
紀
（
中
学
1
年
）

向
井
　
　
晶
（
中
学
1
年
）

原
　
茉
奈
美
（
中
学
1
年
）

畠
中
　
清
香
（
中
学
1
年
）

藤
本
　
美
樹
（
中
学
1
年
）

村
田
沙
也
加
（
中
学
1
年
）

本
田
　
詩
織
（
中
学
2
年
）

平
岡
　
信
行
（
中
学
2
年
）

内
村
　
雪
子
（
中
学
3
年
）

大
野
　
真
依
（
中
学
3
年
）

中
野
　
　
蛍
（
中
学
3
年
）

山
本
寛
久
朗
（
中
学
3
年
）

米
村
　
伸
太
（
中
学
3
年
）

10
月
26
日
「
第
15
回
和
木
町
教
師
の
日
」

が
文
化
会
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
式
典

で
は
、「
今
伝
え
た
い
こ
と
、
共
に
考
え

た
い
こ
と
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
児
童
生
徒

や
教
師
、
保
護
者
の
意
見
発
表
が
あ
り
、

参
加
者
は
真
剣
な
表
情
で
聞
い
て
い
ま
し

た
。
表
彰
の
後
に
は
、「
ビ
リ
ー
ブ
」
を

全
員
合
唱
し
、
会
を
閉
じ
ま
し
た
。

教
育
委
員
会
表
彰
者
（
敬
称
略
）

植
木
　
世
奈
（
小
学
6
年
）

上
村
　
拓
也
（
中
学
1
年
）

教
育
委
員
会
教
育
長
表
彰
者
（
敬
称
略
）

松
本
　
紘
明
（
小
学
1
年
）

岡
　
　
真
澄
（
小
学
2
年
）

古
川
　
莉
央
（
小
学
2
年
）

磯
部
　
侑
季
（
小
学
3
年
）

高
林
　
昌
志
（
小
学
3
年
）

坂
本
　
純
平
（
小
学
4
年
）

西
村
美
乃
莉
（
小
学
4
年
）

野
村
　
祐
真
（
小
学
4
年
）

二
武
　
拓
也
（
小
学
4
年
）

野
本
　
稜
祐
（
小
学
4
年
）

和
田
　
真
児
（
小
学
5
年
）

津
元
　
　
永
（
小
学
5
年
）

永
井
　
将
貴
（
小
学
5
年
）

田
中
　
翔
太
（
小
学
5
年
）

平
木
　
　
大
（
小
学
5
年
）

村
上
　
洋
平
（
小
学
5
年
）

平
岡
　
　
真
（
小
学
5
年
）

平
岡
　
功
也
（
小
学
5
年
）

上
村
　
育
子
（
小
学
5
年
）

10
月
11
日
、
ス
タ
ー
ピ
ア
く
だ
ま
つ
で

行
わ
れ
た
「
全
国
地
域
安
全
運
動
山
口
県

大
会
」
で
、
米
本
覚
さ
ん
（
和
木
4
丁
目
）

が
防
犯
栄
誉
金
章
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

米
本
さ
ん
は
、
昭
和
48
年
か
ら
少
年
相

談
員
、
昭
和
55
年
か
ら
は
、
防
犯
連
絡
所

指
導
員
、
和
木
・
小
瀬
地
区
会
長
を
歴
任

さ
れ
、
街
頭
補
導
に
参
加
し
、
指
導
員
へ

の
指
導
者
と
し
て
活
躍
さ
れ
た
ほ
か
、
駐

在
所
と
の
連
絡
役
、
夏
休
み
な
ど
教
職
員

と
協
力
し
て
夜
間
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
さ

れ
る
な
ど
、
少
年
へ
の
防
犯
指
導
に
尽
力

さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
今
回
の
受
賞
前
に
、

同
銅
賞
、
銀
賞
も
受
賞
さ
れ
て
い
ま
す
。

米
本
さ
ん
は
「
事
故
の
な
い
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
に
少
し
で
も
役
立
ち

た
い
。」
と
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
受
賞

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ま
ち
の
話
題

防
犯
栄
誉
金
章
受
賞

ま
ち
の
話
題

教
師
の
日
開
催

岩国海上保安署長賞
宮本　将彰君

米本　覚さん

ま
ち
の
話
題

岩
国
海
上
保
安
署
長
賞
受
賞

崎�辞
廣�黄�
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最
後
に
村
本
先
生
か
ら
み
ん
な
で
見
つ

け
た
生
き
物
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
、
生

命
の
大
切
さ
を
学
び
、
生
き
物
を
見
つ
け

た
場
所
に
戻
し
て
終
り
ま
し
た
。

て
お
弁
当
を
食
べ
て
、
会
員
相
互
の
親
睦

を
図
っ
て
終
わ
り
ま
し
た
。

〈
標
語
の
部
〉

本
年
度
も
た
く
さ
ん
の
方
に
応
募
し
て

い
た
だ
き
、応
募
総
数
は
1
6
6
点
で
し
た
。

最
優
秀

「
あ
い
さ
つ
を
　
す
す
ん
で
で
き
る
子
　

金
メ
ダ
ル
」

石
隈
　
悦
子
さ
ん
（
和
木
3
丁
目
）

優
　
秀

「
あ
い
さ
つ
は
　

閉
ざ
し
た
扉
を
　
開
く
鍵
」

澄
川
　
由
美
子
さ
ん
（
和
木
1
丁
目
）

入
　
選

「
あ
い
さ
つ
で
　
ハ
ッ
ピ
ー
笑
顔
の
　

お
す
そ
分
け
」

西
村
　
紀
子
さ
ん
（
瀬
田
3
丁
目
）

「
あ
い
さ
つ
は
　

あ
か
る
い
町
へ
の
　
第
1
歩
」

小
林
　
ち
な
み
さ
ん
（
小
学
6
年
）

「
あ
い
さ
つ
で
　
広
が
る
人
の
輪
　

町
じ
ゅ
う
に
」

平
井
　
伸
子
さ
ん
（
和
木
2
丁
目
）

成
人
式
実
行
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

自
分
た
ち
の
成
人
式
を
、
自
分
た
ち
で

企
画
運
営
し
ま
せ
ん
か
？

対
　
象
▼
昭
和
59
年
4
月
2
日
か
ら
、
昭
和

60
年
4
月
1
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方

日
　
時
▼
平
成
17
年
1
月
9
日

午
前
11
時
よ
り

（
10
時
30
分
受
付
開
始
）

問
合
せ
▼
教
育
委
員
会
（

53
ー

3
1
2
3
）

10
月
11
日
、「
わ
あ
い
ク
ラ
ブ
」
の
児

童
10
名
が
、
環
境
保
全
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の

村
本
禎
子
先
生
の
指
導
で
小
瀬
川
探
検
を

行
い
ま
し
た
。

始
め
に
、
村
本
先
生
か
ら
川
や
海
の
生

き
物
に
つ
い
て
の
説
明
を
約
40
分
間
受
け

て
、
実
際
に
小
瀬
川
の
河
口
に
行
き
約
2

時
間
、
石
を
動
か
し
、
水
に
入
っ
て
小
瀬

川
の
生
き
物
に
つ
い
て
観
察
し
ま
し
た
。

石
の
下
や
水
の
中
に
、
カ
ニ
や
ヤ
ド
カ
リ
、

貝
を
見
つ
け
て
「
○
○
、
見
つ
け
た
あ
！
」

と
大
き
な
声
で
叫
び
、
嬉
し
そ
う
に
村
本

先
生
に
「
こ
れ
、
な
ん
で
す
か
？
」
と
質

問
を
繰
り
返
し
て
い
ま
し
た
。
地
元
の
自

然
と
ふ
れ
あ
う
機
会
が
出
来
て
子
ど
も
た

ち
に
は
、
い
い
経
験
に
な
り
ま
し
た
。

社会きょういくコーナー�
社会教育広報通算321号�

“
じ
ぶ

ん”
輝く、生涯学

習

生涯学習のマスコットです。�
かわいがってネ�

みん
なの
笑顔で地域イキイキ！

あ
い
さ
つ
運
動
啓
発

作
品
審
査
結
果

成
人
式
実
行
委
員
を
募
集

（ ）日

10
月
9
日
、
中
学
校
体
育
館
で
、「
婦

人
会
ふ
れ
あ
い
運
動
会
」
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

昨
年
ま
で
は
、
7
月
に
開
催
し
て
い
ま

し
た
が
、
今
年
か
ら
は
、
10
月
に
変
更
し

て
行
わ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
、
婦
人
会
員
と
そ
の
家
族
、
来

賓
を
合
わ
せ
て
お
よ
そ
1
0
0
名
が
参
加

し
、
紅
白
に
分
か
れ
て
の
玉
入
れ
や
綱
引

き
な
ど
に
、
一
喜
一
憂
し
な
が
ら
12
の
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
行
い
、
童
心
に
戻
っ
て
の
楽

し
い
ひ
と
時
を
過
ご
し
ま
し
た
。

運
動
会
終
了
後
は
、
各
支
部
に
分
か
れ

わ
き
あ
い
あ
い
婦
人
会

ふ
れ
あ
い
運
動
会

小
瀬
川
探
検
　
わ
あ
い
ク
ラ
ブ

「力いっぱい綱引き」「何か見つかったかな？」
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あな
たの
読み
たい
本・
聴きた

いCDがきっと見つかります。お気軽にお越しください。図
書館
行事
案内＆新着CD・図書

�
新着ＣＤ：☆　印�
新着図書：『   　』�

＜CD＞
☆HEART of GOLD／EXILES
☆コンプリートリー・レコーデッド／槇原敬之
☆決定版　美しい日本の子守歌
☆ラヴ・ソングス／フィル・コリンズ
☆森山良子　最新ベスト／森山良子

＜一般書＞
『乱気流　上・下』 高杉　良著　
『真夜中の独りごと』 瀬戸内寂聴著　
『別れの後の静かな午後』 大崎善生著　
『ばら色の人生』 鷺沢　萠著　
『出口のない楽園』 岩井志麻子著　

＜児童書・絵本＞
『わたしの足は車いす』 ファインク作・絵
『さみしがりやのサンタさん』

内田麟太郎作　沢田としき絵
『パンダくんパンダくんなにみているの？』

ビル・マーチン文　エリック・カール絵　
『そよそよとかぜがふいている』 長　新太作・絵　
『せんべいざむらい』 今江祥智作　宇野亜喜良絵

☆１～ONE～／ゆず
☆日々燦々／河口恭吾
☆Peace Of Mind／稲葉浩志
☆風の道／夏川りみ
☆スウィングガールズ／オリジナルサウンドトラック

『バベルの犬』 キャロリン・パークハースト著　
『いつか、どこかで』 アニータ・シュリーヴ著　
『魔術師（イリュージョニスト）』 ジェフリー・ディーヴァー著　
『イルミネーション入門ＢＯＯＫ』 吉田りか編　
『官邸外交』 信田智人著

『魚だって恋をする』 今江祥智作　長　新太画
『すてきなプレゼント』 またのあつこ作
『ねずみくんのおてがみ』

なかえよしを作　上野紀子画
『ねこだまし』 斉藤洋作　高畠那生絵
『学校の世界地図』 藤田千枝編　小川真理子文　

今月の休館日 1日（月）・3日（祝）・8日（月）・15日（月）・22日（月）・23日（祝）・29日（月）・30日（火）

図書館ホームページアドレス http://www.waki-toshokan.jp/

図書館からのお知らせ
☆11月29日（月）から12月2日（木）は休館日です。

図書館では、年に一度特別整理休館として、蔵書の点検を実施し、書架

の移動・整理や不明資料のチェックを行います。

利用者の方々には多大なご迷惑をおかけいたしますが、より一層快適に

ご利用できるよう努力・改善していきたいと思っておりますのでご理解

ご協力をお願いします。

なお、コミセン１階に設置しておりますブックポストは利用できますの

で図書の返却にご利用ください。

ＣＤ等のＡＶ資料は破損しやすいため、窓口への返却をお願いします。

アドレス　http://www.waki -toshokan.jp/

問合せ 和木町立図書館（ 54ー0222）

○図書館では、
毎月第3土曜日
に絵本の読み
きかせを行な
っています。

絵本の読みきかせ

日　時 11月20日（土）15時～

場　所 図書館内絵本のコーナー

よみきかせボランティア

「ぴのきお」
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�

�

藤間流日本舞踊�

馨風流吟剣詩舞道�

筝・三絃�

民踊（さつき会）�

尺八 �

社交ダンス（水曜日の会）�

不二心流吟剣詩舞道�

フラダンス�

老人民踊部（コスモス）�

和木カラオケ同好会�

和木マンドリン・アンサンブル�

民踊（すみれ会）�

赤とんぼ・童謡・唱歌を歌う会�

社交ダンス（金曜日の会）�

フライカラッイ（ハワイアンフラ）�

大正琴（琴伝）�

馨風流詩舞�

和木公民館民踊部�

民踊（ひまわり）�

初代西崎正統派・日本舞踊�

コーラス「あひる」 �

フォークダンス�

民謡かおり会�

和木ルンルンクラブ�

団体名�

日時 平成16年�
式典 12：30～ 芸能祭 13：00～�

�会場 和木町文化会館�

11月14日�日�

和
木
町
文
化
協
会
文
化
祭�

お問い合せ：    52ー2191（和木町総合コミュニティセンター）�
主催：和木町文化協会�
後援：和木町　和木町教育委員会�

赤い羽根
チャリティーゴルフ大会開催
スポーツを通じて地域福祉活動に貢献していただ

くため、次のとおりチャリティーゴルフ大会を計画
しました。ふるってご参加ください。

日　時 11月24日（水）
場　所 和木ゴルフ倶楽部
参加料 1,000円（共同募金に寄付させていただき

ます。）
プレー費 一般参加者11,000円（PAL付）
なお、当日は、和木町体育協会ゴルフ部主催による、
ゴルフ大会が併せて実施されます。
賞　品 1位～5位・7位・10位・以下飛び賞
主　催 山口県共同募金和木分会
後　援 和木町・和木町体育協会ゴルフ部
申込み・問合せ

和木ゴルフ倶楽部
（ 52ー1800）

ス
タ
ジ
オ
フ
レ
ン
ド
Y
展

展
示
期
間
▼
11
月
24
日
　
〜
11
月
29
日

開
館
時
間
▼
10
時
〜
17
時

展
示
内
容
▼
屋
並
哲
男
氏
に
師
事
す
る
会
員

数
13
名
の「
ス
タ
ジ
オ
フ
レ
ン
ド
Y
」の
作
品
展
。

入
場
料
▼
無
料

和
木
小
学
校
児
童
作
品
展

展
示
期
間
▼
12
月
3
日
　
〜
12
月
13
日

開
館
時
間
▼
10
時
〜
16
時
30
分

展
示
内
容
▼
和
木
小
学
校
の
1
年
生
か
ら
6
年

生
ま
で
の
児
童
が
描
い
た
絵
画
等
の
作
品
を
展
示
。

入
場
料
▼
無
料

問
合
せ
▼
教
育
委
員
会
（

53
ー

3
1
2
3
）

和
木
美
術
館
情
報

（ ）水（ ）金

（ ）月（ ）月

第
16
回
岩
国
矯
正
展

日
　
時
▼
11
月
13
日
　
　
10
時
〜
16
時
、

14
日
　
　
10
時
〜
15
時

場
　
所
▼
岩
国
刑
務
所
内

問
合
せ
▼
岩
国
刑
務
所（

41
ー

0
1
3
8
）

錦
町
ふ
る
さ
と
ま
つ
り

日
　
時
▼
11
月
21
日
　
　
10
時
〜
15
時

会
　
場
▼
広
瀬
高
等
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
、

広
瀬
商
店
街

問
合
せ
▼
錦
町
商
工
会（

72
ー

2
3
5
4
）

広
域
圏
情
報

（ ）土（ ）日（ ）日
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9
月
に
実
施
し
た
元
気
ア
ッ
プ
教
室

（
ス
ロ
ー
フ
ー
ド
）
で
は
、
お
米
を
主
食

に
し
て
き
た
日
本
人
の
内
臓
に
合
う
食
事

の
大
切
さ
を
学
び
ま
し
た
。
油
を
使
わ
な

く
て
も
、
た
っ
ぷ
り
の
野
菜
や
魚
が
食
べ

ら
れ
る
食
事
の
工
夫
が
お
ふ
く
ろ
の
味
で

す
。（
講
師
▼
す
ろ
ー
ふ
ー
ど
ら
い
ふ
山

口
ネ
ッ
ト
和
　
清
水
由
香
）

急
激
な
洋
風
化
と
生
活
リ
ズ
ム
の
変
化

に
よ
っ
て
、
欠
食
は
も
ち
ろ
ん
、
準
備
か

ら
食
べ
終
わ
る
ま
で
の
食
事
時
間
も
非
常

に
短
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。
肉
や
ウ
ィ
ン

ナ
ー
等
の
食
品
は
短
時
間
で
で
き
る
炒
め

も
の
に
適
し
て
お
り
、
フ
ラ
イ
パ
ン
を
多

用
す
る
献
立
が
中
心
の
家
庭
も
多
い
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
?
こ
の
た
め
、
知
ら

ず
知
ら
ず
に
油
を
多
く
取
る
食
生
活
に
な

っ
て
い
る
と
い
え
ま
す
。
3
世
代
前
に
は
、

日
々
の
食
事
を
乏
し
い
食
材
料
を
も
と
に

い
か
に
豊
か
に
す
る
か
は
、
生
活
の
中
で

と
て
も
大
事
な
も
の
だ
っ
た
は
ず
で
す
。

現
在
は
食
事
を
し
っ
か
り
準
備
し
な
く
て

も
、
何
と
か
食
べ
て
い
け
る
よ
う
に
な
っ

て
い
ま
す
の
で
、
次
世
代
は
夕
飯
の
献
立

に
悩
む
こ
と
す
ら
な
く
な
っ
て
い
く
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。（
日
本
で
は
夕
飯
に
も
っ

と
も
品
数
多
く
食
べ
る
習
慣
が
あ
り
、
主

婦
の
悩
み
の
種
で
す
。）
こ
の
よ
う
な
環

境
の
変
化
の
中
で
育
つ
子
供
た
ち
が
、
食

材
を
お
い
し
く
食
べ
る
た
め
の
工
夫
を
知

ら
ず
、
食
べ
る
こ
と
へ
の
意
欲
す
ら
欠
け

て
い
く
よ
う
な
状
況
に
な
る
の
は
、
無
理

も
な
い
こ
と
と
思
い
ま
す
。

便
利
な
電
気
機
器
は
う
ま
く
使
い
な
が

ら
も
、
ご
飯
に
あ
う
お
い
し
い
食
事
の
工

夫
と
し
て
、
元
気
ア
ッ
プ
教
室
の
中
で
自

家
製
調
味
料
の
講
習
が
あ
っ
た
の
で
ご
紹

介
し
ま
す
。
冬
に
は
煮
込
み
料
理
に
適
し

た
野
菜
が
多
い
の
で
、
こ
の
調
味
料
が
あ

れ
ば
、
い
ざ
作
ろ
う
と
い
う
時
に
は
簡
単

に
取
り
組
め
ま
す
。
野
菜
が
煮
込
ま
れ
る

時
の
、
香
り
ま
で
楽
し
む
こ
と
か
ら
食
事

は
始
ま
り
ま
す
。
基
本
調
味
料
を
あ
ら
か

じ
め
作
り
お
き
す
る
と
、
少
し
手
を
加
え

る
だ
け
で
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
豊
か
に
、
手

早
く
料
理
を
作
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
朝

の
忙
し
い
お
弁
当
づ
く
り
も
、
苦
に
な
ら

な
く
な
る
こ
と
う
け
あ
い
で
す
。

だ
し
醤
油

【
作
り
方
】

①
醤
油
▼
3

み
り
ん
▼
2

酒
▼
1

の
割
合
で
調
味
料
を
深
め
の
鍋
に
入

れ
る
。（
薄
味
に
す
る
に
は
醤
油
の
割

合
を
減
ら
し
、
み
り
ん
を
足
す
こ
と
。

我
が
家
の
割
合
が
わ
か
る
ま
で
は
醤

油
を
ひ
か
え
め
に
す
る
の
が
お
す
す

め
。）

②
か
つ
お
ぶ
し
、
昆
布
、
干
し
し
い
た
け
、

い
り
こ
な
ど
を
入
れ
て
一
晩
お
く
。

③
中
火
に
か
け
、
沸
騰
し
た
ら
弱
火
に
し

て
3
分
程
度
煮
る
。

④
冷
め
た
ら
、
こ
し
て
保
存
容
器
に
入
れ

て
お
く
。

こ
し
て
残
っ
た
か
つ
お
ぶ
し
や
、
昆
布
、

干
し
し
い
た
け
に
水
を
入
れ
て
、
二
番

だ
し
を
と
っ
て
お
く
と
お
得
で
す
。
そ

し
て
最
後
ま
で
食
べ
き
る
工
夫
は
次
の

よ
う
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。

か
つ
お
ぶ
し
・
・
・
乾
燥
さ
せ
て
、
乾

燥
え
び
や
青
海
苔
、
ゴ
マ
、
塩
昆
布
と

あ
わ
せ
て
オ
リ
ジ
ナ
ル
ふ
り
か
け
に
す

る
。

干
し
し
い
た
け
、
昆
布
・
・
・
醤
油
、

み
り
ん
、
酒
を
同
量
と
梅
干
1
個
と
水

を
た
っ
ぷ
り
入
れ
て
、
佃
煮
に
。

【
使
い
方
】

①
煮
物
に
。
和
え
物
の
隠
し
味
に
。

②
薄
め
て
、
そ
う
め
ん
や
う
ど
ん
、
天
つ

ゆ
や
揚
げ
だ
し
豆
腐
の
つ
ゆ
に
。

③
か
ら
揚
げ
の
下
味
。

④
胡
麻
和
え
。

⑤
炊
き
込
み
ご
飯
。

常
温
で
保
管
で
き
ま
す
。
本
来
お
ば
あ
ち

ゃ
ん
の
知
恵
と
し
て
、
各
家
庭
に
伝
わ
っ

て
い
た
も
の
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
も
う

一
度
、
そ
の
よ
さ
を
見
直
し
て
い
く
価
値

は
十
分
あ
る
は
ず
で
す
。
冷
蔵
庫
内
に
用

途
ご
と
に
た
く
さ
ん
の
調
味
料
、
た
れ
を

準
備
し
な
く
て
も
だ
し
醤
油
に
少
し
手
を

加
え
る
だ
け
で
料
理
が
仕
上
が
る
の
で
、

台
所
ま
わ
り
が
シ
ン
プ
ル
に
片
付
き
ま

す
。
元
気
と
や
る
気
が
出
る
キ
ッ
チ
ン
に

な
り
、
お
い
し
い
食
事
を
う
み
出
せ
る
こ

と
で
し
ょ
う
。

保
健
師
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

冬
に
食
べ
た
い
！
野
菜

里山ウォーク参加者募集！
紅葉を楽しみながら､秋の一日を楽しく､元気に過ごしましょう！
日　時 11月20日（土）9時～12時頃　雨天中止
場　所 保健相談センター集合
コース 保健相談センター～関ヶ浜宗永寺跡から林道へ～

大谷集会所～公民館瀬田分館で解散（約10.5㎞）
参加料 100円
申込み 11月15日（月）までに保健相談センターへ　

（※先着30名）
備　考 山道が滑りやすいので､歩きやすい靴・服装

で、水筒等持参。
参加賞のタオルがあります。傷害については、自己責
任でお願いします。

子育ての輪づくり運動
クリスマスパーティーのお知らせ
一足早くクリスマスパーティーをしましょう！お待
ちしています！
日　時 12月9日（木）受付10時15分～10時30分

10時30分～14時　クリスマスパーティー
場　所 保健相談センター
対　象 乳幼児とその保護者
内　容 みんなでカレーライスを作って食べよう！
持参物 材料費400円、エプロン、ふきん、子ども用スプーン
主　催 和木町母子保健推進協議会
申込み 12月2日（木）までに保健相談センターへお申

込みください。（ 52ー7290）※先着15名

の
ど
か



10

健康カレンダー （11月15日～12月15日）

食推さんのおすすめメニュー

保セ・・・保健相談センター

月 日（曜）

11月15日（月）

8月18日（木）

8月25日（木）

12月6日（月）

9日（木）

8月15日（水）

行　　　　事

1歳6ヶ月児健診

3歳児健診

キッズきっちん

両親教室

プレイルーム

プレイルーム

育児相談

健康相談

プレイルーム

受付時間

13：30～16：30

9：30～11：30

10：00～15：00

10：00～15：00

13：30～14：30

9：30～10：00

10：00～15：00

12：50～13：00

保　　　セ

保　　　セ

保　　　セ

保　　　セ

保　　　セ

関ヶ浜分館

保　　　セ

保　　　セ

場　　所対　　　　　　　　象

平成15年5月～6月生まれ

平成13年11月～12月生まれ

乳幼児とその保護者の方

乳幼児とその保護者の方

小学校4年生

妊婦とその家族

乳幼児とその保護者の方

一般の方

乳幼児とその保護者の方

ひじきのふりかけ
材料6人分
芽ひじき（乾燥）・・・・・・・8g
ごま油・・・・・・・・大さじ1／2
みりん・・・・・・・・大さじ1／2

しょうゆ・・・・・大さじ1／2
白ごま・・・・・・・大さじ1／2
ゆかり・・・・・・・大さじ1

作り方
①芽ひじきは水で戻しておく。

熱湯でさっと茹でて水気をきっておく。

②テフロン加工のフライパンを熱しごま油を加える。芽ひじきを加

えて弱火～中火で水気を飛ばしながらよく炒める（５分程度）。

③みりんとしょうゆを加えて焦がさないように軽く炒める。

火を止めて白ごまとゆかりを加える。

食欲のない時でも、さっぱりとおいしくごはんがいただけます。
（食推３班　岡本　満子）

こころわくわくからだいきいき

元気アップ教室のお知らせ
アロマテラピー～手肌に潤いを～

と　き 11月25日（木）10時～11時30分
ところ 保健相談センター
内　容 ハンドクリームを作ろう！
受講料 材料費500円　　　　　　
申込み 11月19日（金）までに保健相談センターへ

（ 52ー7290）※先着20名で締め切ります。

第３回キッズきっちん
～こどもの食べ物教室～

ゲーム、クイズ、料理をする中で、｢食べること｣を
一緒にふり返ってみませんか？
対象者 小学4年生（※保護者の参加も可。児童のみも可です。）
日　時 11月15日（月） 13時30分～16時30分

※参観日の代休日
場　所 保健相談センター
内　容 テーマ「手作りおやつを作ってみよう！」

ゲーム、クイズ、調理実習
参加費 材料費実費（200円程度）
持ってくるもの エプロン、三角巾、ふきん、

手拭タオル、筆記用具
申込み 11月10日（水）までに保健相談センターへ

（ 52ー7290）

みりん�

しょうゆ�

白ごま�

ゆかり�
最後に�

高齢者インフルエンザ予防接種のお知らせ
町内の満65歳以上の方を対象に、インフルエンザ予防接種を実施します。
実施期間 12月28日（火）まで　実施機関 木村医院・中村クリニック
※町外の医療機関にて接種を希望される場合は､事前に保健相談センターにお問い合わせください。
対象者 和木町に住民票がある満65歳以上の希望者
※60歳以上65歳未満の方でも、心臓､腎臓または呼吸器の機能障害で身体障害者手帳1級程度の障害のある人、
またはヒト免疫不全ウイルスにより免疫の機能に日常生活が不可能な程度の障害のある人は接種できます。
自己負担額 1,050円（但し、生活保護受給者は無料）
※必ず実施医療機関へ予約してください。 問合せ 保健相談センター（ 52ー7290）
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Ｓ
Ｐ
Ｏ
Ｒ
Ｔ
Ｓ
・
ス
ポ
ー
ツ

と
　
き
▼
9
月
20
日

と
こ
ろ
▼
田
布
施
町

結
　
果
▼
ス
ポ
少
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
　

優
勝

と
　
き
▼
10
月
3
日

と
こ
ろ
▼
熊
毛
町

結
　
果
▼
ス
ポ
少
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部
　

準
優
勝

と
　
き
▼
10
月
9
日
、
10
日

と
こ
ろ
▼
蜂
ヶ
峯
総
合
公
園
グ
ラ
ウ
ン
ド

結
　
果
▼
ス
ポ
少
軟
式
野
球
部
　

A
ブ
ロ
ッ
ク
3
位

な
お
、
こ
の
大
会
の
後
援
と
し
て
、
藤

越
和
彦
さ
ん
（
読
売
セ
ン
タ
ー
岩
国
東
代

表
）
か
ら
金
メ
ダ
ル
40
個
、
銀
メ
ダ
ル
40

個
を
寄
贈
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

と
　
き
▼
8
月
29
日

と
こ
ろ
▼
本
郷
村

結
　
果
▼
ス
ポ
少
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部

D
ブ
ロ
ッ
ク
優
勝

と
　
き
▼
10
月
10
日

と
こ
ろ
▼
玖
珂
町

結
　
果
▼
ス
ポ
少
サ
ッ
カ
ー
部
　
準
優
勝

日
　
時
▼
12
月
4
日
　
〜
平
成
17
年
3
月

19
日

毎
週
土
曜
日

9
時
30
分
〜
11
時
30
分

場
　
所
▼
体
育
セ
ン
タ
ー

対
　
象
▼
小
学
4
年
生
以
上
の
初
級
者
、

初
心
者

受
講
料
▼
一
般
・
高
校
生
3
、
5
0
0
円

中
学
生
以
下
　
2
、
5
0
0
円

※
保
険
料
を
含
み
ま
す
。

申
込
期
限
▼
11
月
27
日

申
込
み
・
問
合
せ
▼
体
育
セ
ン
タ
ー

（

52
ー

2
8
1
1
）

第
18
回
田
布
施
町
近
郊

小
学
生
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

第
19
回
熊
毛
近
郷

高
水
少
年
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

第
５
回
エ
ネ
ル
ギ
ア
旗

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

第
17
回
和
木
町
近
郊

少
年
軟
式
野
球
大
会

平
成
16
年
度

冬
期
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
教
室

受
講
生
募
集

第
６
回
玖
珂
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

旗
争
奪
少
年
サ
ッ
カ
ー
大
会

（ ）土
（ ）土

（ ）土

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
方
へ

○
納
期
限
を
過
ぎ
た
ら

→

督
促
が
行

わ
れ
ま
す
。

督
促
状
が
送
付
さ
れ
、
延
滞
金
な

ど
を
徴
収
さ
れ
る
場
合
も
あ
り
ま

す
。
す
み
や
か
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

○
そ
れ
で
も
納
め
な
い
と

→

期
間
が

短
い
保
険
証
が
交
付
さ
れ
ま
す
。

短
期
被
保
険
者
証
は
、
通
常
の
保

険
証
よ
り
も
有
効
期
間
が
短
い
保
険

証
（
4
ヶ
月
間
）
で
す
。

○
納
期
限
か
ら
1
年
を
過
ぎ
る
と

→

医
療
費
が
い
っ
た
ん
全
額
自
己
負
担
に

保
険
証
は
返
却
し
て
い
た
だ
き
、

か
わ
り
に
資
格
証
明
書
が
交
付
さ
れ

ま
す
。
資
格
証
明
書
で
お
医
者
さ
ん

に
か
か
る
と
き
は
、
医
療
費
を
い
っ

た
ん
全
額
自
己
負
担
す
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

○
さ
ら
に
6
ヶ
月
納
め
な
い
と

→

給

付
の
差
し
止
め
な
ど
の
措
置
が
行
わ

れ
ま
す
　

療
養
費
な
ど
の
国
保
の
給
付
が
差
し

止
め
ら
れ
ま
す
。さ
ら
に
滞
納
す
る
と
、

差
し
止
め
ら
れ
て
い
る
保
険
給
付
額
か

ら
滞
納
額
が
差
し
引
か
れ
ま
す
。

そ
の
ほ
か
に
も
財
産
の
差
し
押
さ
え

な
ど
の
処
分
を
受
け
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
介
護
保
険
の
第
2
号
被
保

険
者
（
40
歳
〜
64
歳
）
が
お
ら
れ
る
場

合
は
、
介
護
保
険
の
給
付
も
制
限
さ
れ

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

災
害
や
失
業
な
ど
特
別
な
事
情
で
保

険
料
の
納
付
が
難
し
い
方
は
、
納
付
相

談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
お
早
め
に

窓
口
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※
災
害
等
に
よ
り
生
活
が
著
し
く
困
難

に
な
っ
た
場
合
な
ど
、
申
請
す
る
こ
と

に
よ
り
保
険
料
の
減
額
が
認
め
ら
れ
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

◎
国
保
は
皆
さ
ん
に

支
え
ら
れ
て
い
ま
す

国
保
は
、
被
保
険
者
皆
さ
ん
が
納
め
る

保
険
料
や
、
お
医
者
さ
ん
で
支
払
う
負
担

金
な
ど
で
ま
か
な
わ
れ
て
い
ま
す
。
保
険

料
を
納
め
な
い
人
が
い
る
と
保
険
料
が
引

き
上
げ
ら
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

皆
さ
ん
が
納
め
る
保
険
料
は
、
国
保

を
支
え
る
大
切
な
財
源
で
す
。
保
険
料

の
納
付
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
せ
▼
保
健
福
祉
課
・
税
務
課

（

52
ー

2
1
3
5
内
線
2
0
7
・
2
0
3
）

国
民
健
康
保
険
料
を
納
め

な
い
で
い
る
と
ど
う
な
る
の
？

ど
う
し
て
も
納
付
が
難
し
い
と
き
は

Q
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国保（国民健康保険）とは
国保とは、病気やけがをしたときに備えて加入者みんなが互いにお金を出しあい、加入者がお

医者さんにかかるときの医療費の一部にしましょう、という助け合いの制度です。職場の健康保

険などに入っている方や生活保護を受けている方を除き、すべての方が国保に加入します。

国保に加入したり、やめたりするときは各自で必ず届出をしましょう。

こんなときは14日以内に届け出を

国保に加入するとき

●他の市町村から転入してきたとき

●職場の健康保険などをやめたとき

●子どもが生まれたとき

●生活保護を受けなくなったとき

国保をやめるとき

●他の市町村へ転出したとき

●職場の健康保険などに加入したとき

●死亡したとき

●生活保護を受け始めたとき

他の市町村から転入してきたとき

職場の健康保険をやめたとき

職場の健康保険の被扶養者でなくなったとき

子どもが生まれたとき

生活保護を受けなくなったとき

外国籍の方が加入するとき

他の市区町村に転出するとき

職場の健康保険に入ったとき

国保の被保険者が死亡したとき

生活保護を受け始めたとき

外国籍の方がやめるとき

退職者医療制度の対象になったとき

同じ市区町村内で住所が変わったとき

世帯主や氏名が変わったとき

世帯を分けたり、いっしょにしたとき

出稼ぎや長期の旅行にいくとき

修学のため、別に住所を定めるとき

職場の健康保険の被扶養者になったとき

保険証をなくしたとき
（あるいは汚れて使えなくなったとき）

他の市区町村の転出証明書

職場の健康保険をやめた証明書

被扶養者ではなくなった証明書

保険証、母子健康手帳

保護は医師決定通知書

外国人登録証明書

保険証

保険証、死亡を証明するもの

保険証、保護開始決定通知書

保険証、外国人登録証明書

保険証、年金証書

保険証、在学証明書

国保と職場の健康保険の両方の保険証
（後者が未交付のときは加入したことを証明するもの）

身分を証明するもの
（使えなくなった保険証など）

保険証

こ　ん　な　と　き

国保に

加入するとき

国保を

やめるとき

そ　の　他

届け出に必要なもの
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「
育
て
よ
う
一
人
一
人
の
人
権
意
識

ー
身
近
な
こ
と
か
ら
人
権
を
考
え
て
み
ま

せ
ん
か

ー
」
12
月
4
日
か
ら
10
日
ま
で
は

「
人
権
週
間
」
で
す
。

明
る
い
私
た
ち
の
街
づ
く
り
の
た
め
に
、

家
庭
、
学
校
、
職
場
や
地
域
社
会
に
お
い

て
、
お
互
い
に
相
手
の
立
場
を
考
え
て
豊

か
な
人
間
関
係
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

無
料
人
権
相
談
所
を
次
の
と
お
り
開
設

し
ま
す
の
で
、
心
配
ご
と
や
困
り
ご
と
な

ど
に
つ
い
て
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

人
権
相
談
所

日
　
時
▼
12
月
3
日
　
　
10
時
〜
15
時

場
　
所
▼
町
文
化
会
館
1
階
講
習
室

※
人
権
委
員
の
自
宅
で
は
、
年
間
を
通
じ

て
人
権
相
談
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

当
町
の
人
権
擁
護
委
員
は
次
の
方
で
す
。

佐
藤
喜
一
郎
（

52
ー

4
8
3
6
）

和
木
2
丁
目
3
ー

15
ー

10

元
浄
　
公
昭
（

53
ー

3
5
3
6
）

和
木
1
丁
目
12
ー

35

問
合
せ
▼
住
民
サ
ー
ビ
ス
課

（

52
ー

2
1
3
5
内
線
2
0
4
）

配
偶
者
・
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
の
暴
力
や

職
場
に
お
け
る
セ
ク
シ
ャ
ル
・
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
、
ス
ト
ー
カ
ー
行
為
と
い
っ
た
、
女

性
を
め
ぐ
る
い
ろ
い
ろ
な
人
権
問
題
の
解

決
に
向
け
た
助
言
と
相
談
を
行
い
ま
す
。

主
　
催
▼
山
口
県
人
権
擁
護
委
員
連
合
会

日
　
時
▼
11
月
21
日
　
　
10
時
〜
17
時

（

0
8
3
ー

9
2
0
ー

1
3
1
1
）

総
務
省
か
ら
委
嘱
さ
れ
た
行
政
相
談
委

員
が
、
行
政
に
対
す
る
苦
情
や
意
見
、
要

望
を
広
く
住
民
の
方
か
ら
お
聞
き
す
る

「
行
政
相
談
」
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

日
　
時
▼
11
月
19
日
　
　
10
時
〜
12
時

場
　
所
▼
町
民
相
談
室（

52
ー

1
6
1
6
）

普
段
お
困
り
の
こ
と
や
、
悩
ん
で
お
ら

れ
る
こ
と
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
社
会

福
祉
協
議
会
へ
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

問
合
せ
▼
社
会
福
祉
協
議
会

（

52
ー

8
6
4
4
）

●
心
の
健
康
・
痴
呆
相
談

毎
月
第
2
金
曜
日
13
時
30
分
〜
15
時
30
分

相
談
員
▼
専
門
医
師

●
巡
回
相
談

毎
月
第
1
木
曜
日
10
時
〜
16
時

相
談
員
▼
専
門
医
師

●
ス
ト
レ
ス
相
談

毎
月
第
1
・
3
火
曜
日

相
談
員
▼
心
理
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

場
　
所
▼
岩
国
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
管
内

各
地

問
合
せ
▼
岩
国
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

（

29
ー

1
5
2
5
）

行

政

相

談

無
料
人
権
相
談
所
開
設

女
性
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
開
設

精

神

保

健

相

談

心

配

ご

と

相

談

相
　
　
談

（ ）金

（ ）金（ ）日

主
　
催
▼
山
口
県
青
年
司
法
書
士
協
議
会

日
　
時
▼
11
月
6
日
　
、
12
月
4
日
　

10
時
〜
16
時

相
談
受
付
電
話
番
号

（

0
1
2
0
ー

0
0
3
ー

8
2
1
）

内
　
容
▼
サ
ラ
金
・
ク
レ
ジ
ッ
ト
・
住
宅

ロ
ー
ン
等
の
返
済
に
つ
い
て
お
困
り

の
方
に
債
務
整
理
手
続
の
紹
介
等
の

ア
ド
バ
イ
ス
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

問
合
せ
▼
山
口
県
青
年
司
法
書
士
協
議
会

ク
レ
ジ
ッ
ト
・
サ
ラ
金
問
題
担
当

月
本
信
行
（

0
8
3
6
ー

37
ー

0
1
6
0
）

上
田
明
弘
（

0
8
3
5
ー

27
ー

5
7
1
7
）

11
月
6
日
〜
11
月
12
日
は
年
金
相
談
で

す
。こ

の
期
間
中
、
県
内
の
社
会
保
険
事
務

所
・
防
府
年
金
相
談
セ
ン
タ
ー
で
は
、
土

日
の
年
金
相
談
時
間
の
延
長
を
行
い
ま
す

の
で
、
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。
な

お
、
各
社
会
保
険
事
務
所
で
は
、
国
民
年

金
保
険
料
の
納
付
相
談
も
併
せ
て
行
い
ま

す
。

相
談
受
付
時
間
▼
11
月
8
日
　
〜
12
日
　

19
時
ま
で

問
合
せ
▼
岩
国
社
会
保
険
事
務
所

（

24
ー

2
2
2
2
）

司
法
書
士
ク
レ
ジ
ッ
ト
・

サ
ラ
金
無
料
相
談
会

土
曜
・
日
曜
も

年
金
相
談
を
行
い
ま
す

（ ）土

（ ）土

（ ）月

（ ）金

税
を
考
え
る
週
間

●
税
の
無
料
相
談

11
月
11
日
〜
17
日
は
税
を
知
る
週
間

税
の
専
門
家
で
あ
る
税
理
士
が
無
料

で
相
談
に
応
じ
ま
す
。

日
　
時
▼
11
月
11
日
　
　
10
時
〜
12
時
、

13
時
〜
16
時

場
　
所
▼
フ
ジ
グ
ラ
ン
岩
国
店
6
階

問
合
せ
▼
岩
国
税
務
署

（

22
ー

0
1
1
1
）

●
年
末
調
整
説
明
会
・
決
算
説
明
会

日
　
時
▼
11
月
18
日
　
13
時
30
分
〜
15
時

場
　
所
▼
総
合
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

※
年
末
調
整
説
明
会
は
、
法
人
お
よ
び
個

人（
青
色
申
告
以
外
の
方
）を
対
象
と
し
た

も
の
で
す
。決
算
説
明
会
は
、
個
人
の
青
色

申
告
の
方
を
対
象
と
し
た
も
の
で
す
。

問
合
せ
▼
税
務
課
（

52
ー

2
1
3
5
）

（ ）木（ ）木

竹
炭
づ
く
り
交
流
会

住
民
の
皆
さ
ん
と
竹
林
を
フ
ィ
ー
ル
ド

と
し
て
、
竹
林
の
有
効
活
用
に
つ
い
て
考

え
、
竹
炭
を
作
る
こ
と
に
よ
り
自
然
体

験
・
林
業
体
験
の
交
流
活
動
を
行
い
ま
す
。

主

催
▼
林
業
研
究
会

日
　
時
▼
12
月
4
日
　

9
時
30
分
〜
15
時

場
　
所
▼
関
ヶ
浜

募
集
人
数
▼
先
着
15
名

申
込
み
期
限
▼
11
月
15
日

問
合
せ
▼
林
業
研
究
会
事
務
局
（
役
場
内
）

（

52
ー

2
1
3
5
内
線
2
0
5
）

※
詳
細
は
別
途
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

（ ）土

（ ）月
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働
く
人
の
（
ハ
ー
ト
ピ
ア
共
済
）

こ
の
制
度
は
、
中
小
企
業
で
働
い
て
い

る
未
組
織
の
勤
労
者
の
福
祉
の
向
上
を
目

的
と
し
て
、
県
下
全
域
に
わ
た
っ
て
実
施

さ
れ
て
い
る
共
済
制
度
で
す
。

月
々
わ
ず
か
な
掛
金
で
、
死
亡
・
障
害
・

入
院
・
住
宅
災
害
等
の
不
測
の
事
態
に
対

し
て
セ
ッ
ト
で
保
障
し
、
さ
ら
に
結
婚
・
出

産
・
銀
婚
・
小
中
学
校
入
学
祝
金
も
給
付
し

ま
す
。

1
か
月
の
掛
金
（
1
人
分
）
は
、
1
型
4

5
0
円
・
2
型
9
0
0
円
・
3
型
1
、
5
0

0
円
・
4
型
2
、
0
0
0
円
高
齢
者
型
4
5

0
円
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
1
型
か
ら
4
型
に
加
入
さ
れ

た
方
の
配
偶
者
及
び
子
ど
も
は
、
フ
ァ
ミ

リ
ー
型
5
0
0
円
に
加
入
で
き
ま
す
。

従
業
員
の
福
利
厚
生
面
を
よ
り
充
実
さ

せ
る
た
め
に
お
勧
め
し
ま
す
。

な
お
、
事
業
主
が
従
業
員
の
た
め
に
共

済
掛
金
を
負
担
さ
れ
た
場
合
は
、
税
法
上

は
損
金
ま
た
は
必
要
経
費
と
し
て
算
入
で

き
ま
す
。

申
込
み
・
問
合
せ
▼
企
画
総
務
課

（

52
ー

2
1
3
5
内
線
3
1
1
）

広
報
わ
き
に
掲
載
さ
れ
た
写
真
を
、
ご

希
望
の
方
に
無
料
で
さ
し
あ
げ
ま
す
。

問
合
せ
▼
企
画
総
務
課
広
報
係

（

52
ー

2
1
3
5
内
線
3
1
1
）

貸
付
期
間
中
▼
2
0
、
0
0
0
円
／
毎
月

入
学
支
度
金
▼
4
4
、
0
0
0
円
（
希
望
）

貸
付
期
間
▼
貸
付
が
決
定
し
た
月
か
ら
中

学
校
卒
業
の
月
ま
で

返
還
期
間
▼
中
学
校
卒
業
後
、
1
年
据
え

置
い
て
か
ら
月
賦
な
ど
に
よ
る

20
年
以
内
の
均
等
払
い
で
返
還
。

た
だ
し
、
高
校
・
大
学
等
へ
進

学
し
た
場
合
、
在
学
中
の
返
還

は
猶
予
さ
れ
ま
す
。

独
立
行
政
法
人
自
動
車
事
故
対
策
機
構

で
は
、
自
動
車
事
故
に
よ
り
、
脳
、
脊
髄

ま
た
は
胸
腹
部
臓
器
を
損
傷
し
、
重
度
の

後
遺
障
害
を
残
し
、
常
時
ま
た
は
随
時
の

介
護
が
必
要
な
状
態
で
あ
る
方
へ
次
の
要

領
で
介
護
料
を
支
給
し
て
い
ま
す
。

対
象
者
▼
自
動
車
事
故
に
よ
り
、
脳
、
脊

髄
ま
た
は
胸
腹
部
臓
器
を
損
傷
し
、

後
遺
障
害
の
程
度
が
次
に
該
当

（
相
当
）
す
る
方
が
対
象
で
す
。

支
給
額

○
常
時
要
介
護
の
方（
1
級
1
号
ま
た
は
2
号
）

月
額
5
8
、5
7
0
円
〜
1
3
6
、8
8
0
円

○
随
時
要
介
護
の
方（
2
級
1
号
ま
た
は
2
号
）

月
額
2
9
、
2
9
0
円
〜
5
4
、
0
0
0
円

※
支
給
額
は
、
障
害
の
程
度
や
在
宅
介
護

サ
ー
ビ
ス
・
短
期
入
院
な
ど
の
負
担
額

に
応
じ
て
変
わ
り
ま
す
。

問
合
せ
▼
独
立
行
政
法
人
自
動
車
事
故
対

策
機
構
山
口
支
所
業
務
課

（

0
8
3
ー

9
2
4
ー

5
4
1
9
）

募
集
資
格
▼
中
学
校
卒
業
者
（
卒
業
見
込

み
を
含
む
）
17
歳
未
満
の
男
子

受
付
期
間
▼
11
月
1
日
　
〜
1
月
11
日
　

試
験
日
▼
第
1
次
試
験
1
月
15
日

待
　
遇
▼
自
衛
官
（
3
士
）
と
し
て
採
用
さ

れ
、
4
年
間
の
教
育
後
、
3
曹
（
陸
・
海
・

空
）
に
任
命
さ
れ
、
部
隊
の
中
堅
と
し
て
活

躍
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

教
育
中
は
衣
食
及
び
俸
給
が
支
給
さ
れ

ま
す
。
ま
た
同
期
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、

先
輩
・
後
輩
と
も
一
緒
に
生
活
す
る
全
寮

制
の
よ
う
な
教
育
環
境
で
す
。

入
隊
と
同
時
に
高
等
学
校
（
通
信
制
）

に
入
学
し
、
3
年
修
了
時
に
は
高
校
卒
業

資
格
を
取
得
で
き
ま
す
。

そ
し
て
自
衛
隊
生
徒
か
ら
、
防
衛
大
学
校

や
航
空
学
校
に
進
学
さ
れ
る
方
も
い
ま
す
。

問
合
せ
▼
自
衛
隊
山
口
地
方
連
絡
部
岩
国

募
集
事
務
所
（

23
ー

1
5
8
0
）

独
立
行
政
法
人
自
動
車
事
故
対
策
機
構

で
は
、
自
動
車
事
故
に
よ
っ
て
保
護
者
が

死
亡
、
重
度
の
後
遺
障
害
者
に
な
ら
れ
た

方
の
お
子
さ
ん
（
0
歳
か
ら
中
学
生
ま
で
）

に
対
し
て
、
次
の
条
件
で
『
無
利
子
』
の

育
成
資
金
を
お
貸
し
し
て
い
ま
す
。

貸
付
申
込
者
▼
お
子
さ
ん
を
扶
養
し
て
い

る
保
護
者

貸
付
金
額
▼
は
じ
め
に
一
時
金

（
お
一
人
に
つ
き
）
1
5
5
、
0
0
0
円

秋
季
全
国
火
災

予
防
運
動
実
施
中
！

重
度
後
遺
障
害
者

介
護
料
支
給
の
ご
案
内

交
通
遺
児
等
育
成
資
金

の
貸
付
の
ご
案
内

=

事
業
所
で

加
入
し
ま
せ
ん
か=

広
報
写
真
さ
し
あ
げ
ま
す

自
衛
隊
生
徒
募
集

（ ）月

（ ）土

（ ）火

「
火
は
消
し
た
？
　

い
つ
も
心
に
　
き
い
て
み
て
」

こ
れ
か
ら
、
火
災
の
発
生
し
や
す
い

気
候
と
な
っ
て
き
ま
す
。
火
災
の
発
生

を
防
止
し
、
尊
い
命
や
貴
重
な
財
産
の

損
失
を
防
ぐ
た
め
、
各
自
が
防
火
に
努

め
ま
し
ょ
う
。

火
の
用
心
７
つ
の
ポ
イ
ン
ト

１
家
の
ま
わ
り
に
燃
え
や
す
い
も
の
を

置
か
な
い
。

２
寝
た
ば
こ
や
た
ば
こ
の
投
げ
捨
て
は

し
な
い
。

３
天
ぷ
ら
を
揚
げ
る
と
き
は
、
そ
の
場

を
離
れ
な
い
。

４
風
の
強
い
と
き
は
、
た
き
火
を
し
な

い
。

５
子
ど
も
に
は
、
マ
ッ
チ
や
ラ
イ
タ
ー

で
遊
ば
せ
な
い
。

６
電
気
器
具
は
、
正
し
く
使
い
、
た
こ

足
配
線
は
し
な
い
。

７
ス
ト
ー
ブ
に
は
、
燃
え
や
す
い
も
の

を
近
づ
け
な
い
。

問
合
せ
▼
岩
国
地
区
消
防
組
合

（

22
ー

０
１
１
９
）
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（
10
月
16
日
句
会
）

稲
刈
る
や
朝
日
に
鎌
を
光
ら
せ
て

陣
場
　
直
雄

秋
草
の
な
か
に
か
く
る
る
仔
牛
か
な

陣
場
　
孝
子

串
刺
し
の
鰯
干
さ
る
る
船
着
場

浜
田
千
代
美

ひ
と
す
ぢ
の
真
白
き
雲
や
秋
初
め

浦
　
　
盈
子

落
花
生
山
の
鴉
に
掘
ら
れ
け
り

小
川
　
誉
子

測
量
の
杭
打
つ
音
や
曼
珠
沙
華

超
智
　
幸
子

新
藁
で
大
き
注
蓮
な
ふ
男
衆

下
村
美
恵
子

秋
日
和
木
屑
を
肩
に
艪
を
つ
く
る

灰
岡
美
穂
子

栗
茹
で
て
夫
と
の
一
日
始
ま
り
ぬ

平
岡
　
菊
江

水
澄
め
る
池
に
大
鯉
跳
ね
に
け
り

山
重
　
杵
子

水
澄
む
や
深
呼
吸
し
て
目
ざ
め
た
る

与
三
本
愛
子

現
在
、
町
内
全
域
の
町
営
住
宅
の
入
居
申
込
み
を

停
止
し
て
お
り
ま
す
。

問
合
せ
▼
都
市
建
設
課（

52
ー

2
1
3
5
内
線
4
1
2
）

町
営
住
宅
の
お
知
ら
せ

地
域
の
福
祉

み
ん
な
で
参
加

赤
い
羽
根
共
同
募
金
に
今
年
も
ご
協

力
お
願
い
し
ま
す
。

運
動
期
間
12
月
31
日
ま
で

今
年
も
10
月
1
日
か
ら
赤
い
羽
根
共

同
募
金
が
全
国
一
斉
に
ス
タ
ー
ト
し
て

お
り
ま
す
。

皆
さ
ま
か
ら
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
募

金
は
、
誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
福

祉
の
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に
役
立
て
ら

れ
ま
す
。

問
合
せ
▼
社
会
福
祉
協
議
会

（

52
ー

8
6
4
4
）

【
相
　
談
】
電
話
で
の
水
道
水
の
ア

ン
ケ
ー
ト
に
答
え
た
と
こ
ろ
、
無
料

の
浄
水
器
を
も
っ
て
い
く
と
い
わ
れ

た
。
ト
ラ
ブ
ル
に
な
る
こ
と
は
な
い

か
。

【
処
　
理
】
同
種
の
相
談
事
例
を
説

明
し
、
高
額
な
浄
水
器
の
契
約
を
勧

め
ら
れ
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
、
ま

た
、
契
約
を
勧
め
ら
れ
て
も
必
要
な

け
れ
ば
き
っ
ぱ
り
断
る
こ
と
な
ど
を

助
言
し
た
。

【
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
講
座
】「
ア
ン
ケ
ー

ト
に
答
え
て
」
な
ど
と
近
づ
い
て
、

消
費
者
の
警
戒
心
を
解
か
せ
、
商
品

等
を
契
約
さ
せ
る
販
売
方
法
を
「
ア

ン
ケ
ー
ト
商
法
」
と
い
い
ま
す
。
電

話
で
ア
ン
ケ
ー
ト
に
回
答
後
、
無
料

で
浄
水
器
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
す
る
と
い

い
な
が
ら
、
訪
問
時
に
高
額
な
浄
水

器
を
勧
め
ら
れ
た
と
い
う
ケ
ー
ス

や
、
浄
水
器
は
無
料
だ
っ
た
が
、
カ

ー
ト
リ
ッ
ジ
の
長
期
契
約
を
さ
せ
ら

れ
た
と
い
う
ケ
ー
ス
が
発
生
し
て
い

ま
す
。
当
初
の
説
明
に
な
か
っ
た
浄

水
器
や
カ
ー
ト
リ
ッ
ジ
の
契
約
を
勧

め
ら
れ
て
も
必
要
が
な
け
れ
ば
き
っ

ぱ
り
断
り
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
無
料

で
商
品
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
す
る
と
い
う

う
ま
い
話
に
安
易
に
乗
ら
な
い
こ
と

で
す
。
浄
水
器
と
は
、
活
性
炭
な
ど

の
、
ろ
過
材
に
水
を
通
す
こ
と
に
よ

っ
て
、
水
中
の
よ
ご
れ
を
取
り
除
く

器
具
で
す
。
通
常
、
水
道
水
は
、
水

道
法
の
水
質
基
準
に
よ
っ
て
規
制
、

管
理
さ
れ
て
い
る
の
で
、
こ
と
さ
ら

心
配
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
浄

水
器
は
、
様
々
な
形
状
、
タ
イ
プ
が

あ
り
、
価
格
や
、
ろ
過
材
に
よ
っ
て

性
能
に
大
き
な
差
が
あ
り
ま
す
。
購

入
す
る
際
に
は
、
使
い
勝
手
は
ど
う

か
、
ど
の
よ
う
な
性
能
が
あ
る
か
な

ど
は
っ
き
り
さ
せ
た
う
え
で
、
商
品

を
選
ぶ
必
要
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

浄
水
器
は
毎
日
使
用
す
る
も
の
だ
け

に
、
カ
ー
ト
リ
ッ
ジ
の
交
換
を
定
期

的
に
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

も
し
、
訪
問
販
売
で
浄
水
器
や
カ

ー
ト
リ
ッ
ジ
を
契
約
し
、
解
約
し
た

い
場
合
は
、
契
約
書
面
を
受
け
取
っ

て
か
ら
8
日
以
内
で
あ
れ
ば
ク
ー
リ

ン
グ
・
オ
フ
（
無
条
件
解
約
）
が
で

き
ま
す
。

問
合
せ
▼

企
画
総
務
課
　
（

52
ー

2
1
3
5
）

く
ら
し
の
相
談
員

岡
内
章
二
郎
　
（

52
ー

5
8
6
8
）

山
口
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

（

0
8
3
ー

9
2
4
ー

2
4
2
1
）

消費者生活相談�
だよりVol.2

水道水のアンケートに答
えたら無料の浄水器を持
っていくと言われた

指
名
手
配
被
疑
者
の

検
挙
に
ご
協
力
を

平
成
16
年
現
在
、
全
国
の
警
察
か
ら

指
名
手
配
者
は
3
、0
0
0
名
に
お
よ
び

ま
す
。

11
月
は
、
警
察
の
総
力
を
挙
げ
て
、

特
に
重
大
な
犯
罪
を
犯
し
た
被
疑
者
の

追
跡
調
査
を
行
い
、
指
名
手
配
者
の
早

期
検
挙
に
取
り
組
み
ま
す
。

指
名
手
配
被
疑
者
に
よ
く
似
た
人
を

見
か
け
た
情
報
な
ど
、
さ
さ
い
な
こ
と

で
も
結
構
で
す
の
で
警
察
に
通
報
し
て

く
だ
さ
い
。

問
合
せ
▼
岩
国
警
察
署（

24
ー

0
1
1
0
）
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秋
風
に
誘
わ
れ
ひ
と
り
仰
ぐ
月
さ
庭
に
き
こ
ゆ

鈴
虫
鳴
く
音

田
渕
ハ
ネ
子

萩
の
花
咲
き
充
つ
庭
の
ひ
と
と
こ
ろ
小
さ
き
黄
蝶

今
年
も
戯
る

嘉
屋
　
笑
子

荒
れ
狂
う
雨
風
凌
ぐ
我
が
住
み
か
無
事
で
あ
れ
よ
と

恐
れ
つ
つ
祈
る

大
野
　
千
尋

蛍
火
は
子
ら
の
に
ぎ
あ
う
川
端
に
光
り
て
は
消
え

消
え
て
は
光
る

箭
野
　
賀
代

台
風
の
恐
怖
が
も
た
ら
す
一
体
感
切
れ
な
い
愛
の

電
波
行
き
交
う

横
川
美
代
子

い
つ
の
日
も
心
に
ひ
と
り
の
人
住
め
り
生
き
る
私
を

確
と
見
ま
せ
よ

正
中
ツ
ヤ
子

敬
老
と
喜
こ
び
頂
く
幾
年
か
自
然
の
老
を
終
焉
に
希
ふ

森
本
　
初
子

陽
の
沈
む
名
残
り
に
映
ゆ
る
あ
か
ね
雲
は
る
か
山
際

し
ば
し
見
送
る

三
村
　
浄
コ

霧
流
れ
自
然
の
恵
み
に
つ
つ
ま
れ
て
余
生
静
か
な
お

だ
し
刻
ゆ
く

中
柴
冨
美
子

寝
こ
ろ
び
て
見
上
ぐ
る
空
は
秋
の
色
穏
や
か
な
日
の

永
遠
に
続
く
を

広
宇
次
信
子

苦
う
り
の
棚
に
か
け
た
る
蜂
の
巣
に
熟
れ
し
苦
う
り

と
る
に
と
ら
れ
ぬ

神
園
　
静
美

嵐
去
り
朝
日
眩
し
き
庭
隅
に
ひ
と
も
と
す
が
し

向
日
葵
の
花

近
藤
巳
津
子

み
ず
か
ら
の
壁
越
ゆ
力
薄
れ
ゆ
く
か
な
し
み
知
れ
り

友
の
手
紙
に

藤
上
　
紀
子

し
か

こ

お
だ

「金属・不燃」ごみの出し方
8月から、金属・不燃ごみは、指定の袋にいれて出していただいていますが、こんな問

合せがよくあります。

Q 金属類と不燃ごみ類（カバン、カセットなど）はそれぞれ分けて袋に入れ、それを専用

の指定袋に入れて出すのですか？

A 分ける必要はありません。金属も不燃ごみもそのまま、専用の指定袋に入れて中の物が見える状態で出

してください。

なお、包丁・はさみなど刃物類は、刃の部分を布で包むなどして収集作業者がケガなどしないように

して出してください。

Q金属製で棒状の物を袋に入れて出そうとしたが、袋に完全に入らない。

A 棒状のものを折り曲げて入れることができなければ、戸別収集を申し込まれるか直接搬入してください。

容器包装プラスチックの識別マークは　 です！
プラスチック製品の分別、ごみ出しは、識別マークで確認してください。

●「プラスチックの日」に出せるものは、容器包装プラスチックです。
容器包装プラスチックとは、その中身を出したり、使ったりした後、不要になるプラスチック製の容器や包

装のことをいいます。
なお、ふた・キャップなど容器や包装の一部分であるプラスチックは対象となります。

問合せ　住民サービス課（ 52ー2135内線204）

その68
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和 木 町 の 人 口 ピ ラ ミ ッ ド
平成16年10月1日現在

総人口　 6,750人
（－10）

世帯数　 2,629世帯
（－7）

和木町の面積　10.56km2
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女　3,399人
（－3）

3,351人　男
（－7）

100以上

寄
付
・
寄
贈

次
の
方
々
よ
り
社
会
福
祉
協
議
会
へ

ご
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
厚
く
お

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

●
香
典
返
し

沖
　
啓
至
さ
ん
（
関
ヶ
浜
１
丁
目
）

●
一
般
寄
付

和
木
幼
稚
園
Ｐ
Ｔ
Ａ
様

国民健康保険料 ５期分

介護保険料　　 ５期分

上下水道使用料 ４期分
（９・10月分）

町営住宅使用料11月分
期限内に納めましょう！

今 月 の 納 税
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